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第８症例について
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症例

患者：平○頁○３７歳，男，愛知県額田郡に居住，２０

年間にわたって林業に従事．

主訴：腹部不↓快感，体重減少，虫体（分離体節）の糞

便内排出．

家族歴および既往歴：本症と関連する特記事項なし

現病歴：昭和45年11月に野外で排便した時に糞便内に

｢乳白色の虫」が動いているのを発見，その「虫」大き

さは約４×２ｍｍであった．このため，居住地付近の病

院および保健所を訪れ「駆虫薬」を２回にわたって服用

したが効果がなかった．自覚症状としては間歌的な食欲

不振と空腹時の腹部不快感などがあったが，腹痛はなか

った．昭和46年６月に筆者らを訪れ，糞便内の体節の特

徴によってMesoceszo汕ｓ属条虫症と診断され，駆虫

のために７月16日に入院した．

入院時所見および検査所見：身長167ｃｍ,体重７１ｋｇ

(前年夏には８０ｋｇあったが，１１月頃から激減したとい

う），その他の一般所見には異常なく，食欲不振および

空腹時の腹部不’決感の訴えがあった．尿には異常所見な

く，糞便も潜血反応陰性であったが，糞便内に条虫体節

を認めた．血液生化学的検査成績には異常所見なく，血

液学的検査成績（第１表）もリンパ球増多以外はすべて

正常範囲にあるものと考えられた．心電図および胸部レ

ントゲン写真には異常なく，腹部レントゲン写真では主

として大腸に著明なガス像を認めたほか，経口バリウム

による消化管造影で空腸部に条虫体と推定される陰影が

認められた．

治療：諸検査終了ののち，Niclosamide2gを空腹時

に投与，さらに塩類下剤の投与と涜腸を併用し，Niclos‐

はじめに

MsocesZo枕sVaillant，１８６３に属する条虫の人体寄

生例はChandler（1942-b）のＭｕＭａＭｉｓＭｉｉｌｌｅｒ，

1928および小坂（1942）のＭ／伽ａｍｓ（Goeze，1782）

に関する報告以後，1970年までに全世界で少なくとも１１

症例が知られ,特に1960年代には日本から伊藤ら(1962)，

森下ら（1964)，萩原ら（1964)，田中ら（1967)，Kam

egaieZaJ．（1967）によって６例，韓国からＣｈｏｉｅＺ

ａＺ．（1967）の１例，北米からGleasonandHealy

(1967）の１例など合計８症例の報告があった．

既知の症例のうち，日本および韓国の症例の共通点と

して患者がすべて成人（30～57歳，男６名，女２名）で

あること，感染経路が蛇類〔特にシマヘビＥＪ”Ae

9皿α〃”9ｍα(Boie)およびマムシＡ醜isZ7Mo〃Ｍ１)ﾉｓ

(Pallas)〕の生食であるろうと疑われていることがあげ

られ，また日本の全症例において検出された虫体はＭ

Ｚ伽ａｍｓまたはその近縁種と考えられている．これに対

して，Ｃhandler(1942-b）とGleasonandHealy(1967）

による北米の２症例およびＦａｉｎａｎｄＨｅｒｉｎ（1954）の

報告したアフリカの症例の患者はいずれも乳幼児であ

り，感染源として野生の鳥獣類が疑われている．アフリ

カの症例の原因種については同定が保留されたが，北米

の２症例はいずれもＭＵ”ｊａＭｉｓの寄生例として報

告された．

著者らはＭノi"eａｍｓと同定される条虫寄生例を経

験したので，わが国におけるMbsocesroiaes属条虫症の

第８例としてその概要および検出虫体の形態について報

告し，あわせて本属条虫の分類および人への感染源につ

いて考察する．
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cｍ，最長70cｍ（平均62.7ｃｍ）であり，幅は未熟節部で

0.5～1.2ｍｍ，成熟節部で1.0～1.4ｍｍ，受胎節部で１．１

～1.8ｍｍ，老熟体節では１０～2.0ｍｍであった．ＡＦＡ

液または10％ホルマリン液固定によって，体長は20％程

度，体幅は約1096短縮した．体節総数は約350～700であ

り，後部約60％の長さを占める受胎節部では扁平な数珠

様外観を呈し，末端老熟節の一部は分離して糞便内に混

在していた．以下にのべる各部体節の形態は固定染色標

本によって観察したものである．

２．未熟体節：虫体前部の約20％の長さを占め，各体

節は長さが幅の’/4～'/３前後で，体節前部の狭い亜梯形

を呈する．体節内部には１対の主排泄管が明瞭に認めら

れるほか，雌雄生殖器のうち精巣，陰茎のう，卵巣，卵

黄腺などを観察できるが，子宮および副子宮は未分化で

ある．主要部位の計測値と精巣数を第２表に示した．

３．成熟体節：未熟体節部の後方に連なり，全長の約

20％を占める．各体節は長さと幅を増し，長幅比がほ

ぼ１:２の亜梯形となり，生殖器各部の発育増大があり，

子宮が明瞭に認められ，副子宮の形成が始まっている．

成熟体節の全形，内部器官の形態，計測値などは第１図

および第３表に示す通りである．１対の主排泄管が明瞭

に認められ，その内外両側には合計75～9１（平均82.5）

個の精巣が存在する．精巣の大きさは38～58×34～45/ｕ

(平均48.3×400β)で，かなり変動が大きい．髄層部(筋

層の内部）の中央やや前縁寄りには類楕円形の陰茎のう

があり，その大きさは105～115×80～95’（平均110.0

×88.4浬)である．輸精管は１対の輸精小管を合せて体節

後方より約’/３の子宮基部背側付近に始まり，子宮の背

外側を蛇行したのち陰茎のう基部(陰茎のうの前側端部）

に連なる．陰茎のう内には外径15～25βの陰茎が３～５

回轡曲して認められ，陰茎内部には径５～７ノリの管腔が

観察される．

髄層底部には左右１対の分葉からなる卵巣があり，そ

の腹側には同じく左右１対の卵黄腺がある．卵巣は不正

TablelHematologicfindings

RBC（ｐｅｒｃｕｍｍ)×l06

Hb（Sahli）％

Ｃｌ・

WBC

DiHerential：％

Eosinophils

Neutrophils
bandform

segmented

Lymphocytes

large

small

Monocytes

ESR．（lhr）ｍ、

４．９５

９３

０．９４

５，２００

２．５

４２．５

１．０

４１．５

５５．０

２８．５

２６．５

０

６

amide投与後約６時間で６条の条虫を排出した．

患者の特異な食習'慣について：問診事項のうち本症の

…罹患に関係すると考えられた事柄には以下のようなもの

があった．１）患者の林業従事現場付近の山林内には各

種の野鳥(キジ，ヤマドリ，トビ，キツツキ類その他)，

２野獣（ウサギ，イノシシ，タヌキ，イタチその他）およ

び蛇類が相当数棲息し，患者は10歳頃から強壮剤として

マムシを食用に供する習』慣があった．その方法は，野外

で捕えたマムシをそのまま断頭して流れ出る生血を飲

､み，次で眼球，心臓，肝臓，胆のう，腹腔内の脂肪塊な

どを生食し，さらに肉と骨は焼いて食べ，捨てるのは頭

と皮と消化管だけであったという．年間の平均生食数は

４～５個体であった．２）約10年前から「健胃剤」とし

-てアマガエルを「服用」しはじめ，これは野外で捕えた

ものを水で洗ってからしばしば生きたままで丸飲みにし

たという．

虫体の形態

１．全形：６条の虫体は排出直後にもほとんど運動せ

ず，色は汚れた乳白色半透明を呈し，いずれも頭節を欠

いていた．全長は未固定４°Ｃ保存の伸長状態で最短4９

Ｔａｂｌｅ２Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｉｍｍａｔｕｒｅｐｒoglottidsinmicrons

lｅｎｇｔｈ ｗｉｄｔｈ

（avg±ＳＤ）ｒａｎｇｅ （avg±ＳＤ）

２４０－２８０ （260.0±12.6）

２０－３２ （２５．８±2.8）

８０－９７ （８６．６±4.3）

４５－５８ （５１．９±3.9）

２８－４２ （３５．６±3.8）

ｒａｎｇｅ
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１
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４
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●
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●

４
２
３
２
３

４士
十
一
十
一
十
一
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一

０
０
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１

●
●
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●
●

８
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１
４
８

９
２
７
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く
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Proglottid

Testis

Cirrussac

Ovary

Yolkgland

;ｎ＝20）

）

(Ｎｏ．oftestes：range，６４－８８；avg±ＳＤ，７５．８±８．７

（５１
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Table3Measurementsofmatureproglottidsinmicrons

widthlength

(avg±ＳＤ） (avg±ＳＤ）rａｎｇｅrａｎｇｅ 、

(430.6±29.5）

（４８．３±４７）

(110.0±4.0）

(119.1±8.6）

（９２．１±6.1）

(257.9±19.0）

（５９．４±7.2）

Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
１

７
１
２
６
０
８
３

３
３
４
５
５
２
５

３＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

０
０
４
８
９
８
８

０
０
８
３
０
４
１

９
４
８
０
７
３
８

８
１

く
く
く
く
く
く
く

8４０－９５０

３４－４５

８０－９５

９２－１１２

６０－８２

３０－４０

７０－９０

７
０
７
０
０
７
７

１
４
１
２
２
１
１

Proglottid

Testis

Cirrussac

Ovary

Yolkgland
Uterns

Paruterineorgan

3９０－４９０

３８－５８

１０５－１１５

１０５－１３５

８２－１０５

２３０－２９５

４６－７５

(Ｎｏ．oftestes：range，７５－９１；avg±ＳＤ，８２．５±4.5；ｎ＝17）

楕円形を呈し，大きさは105～135×92～112/`(平均119.1

×103.8/‘)，内部には径８～15/‘の卵細胞群が認められ

る．卵黄腺は不正卵形で大きさは82～105×60～82浬（平

均92.1×70.91u)，内部には径２～5浬の濃染する穎粒が認

められる．輸卵管は左右両葉の卵巣から出て合一後，外

径50～60/zの筋性肥大部(oocapt)となり，さらに膣始部

と総卵黄管を合せてからメーリス腺に囲まれた卵形成腔

となり，形成初期の副子宮底につらなる．この時期の副

子宮は横楕円形で46～75×70～90｣ａ（平均59.4×81.8/`）

大であり，管状の子宮に続く．膣は生殖管結合部に始ま

り，子宮背側を蛇行前走し，子宮末端部と陰茎のうとの

間にある膣口（雌生殖腔）を経て更にその腹側後方に延

び，雄性生殖腔の腹側前方からこれに合流する．生殖孔

は体節腹面ほぼ中央付近に開き，大きさは外径50～60β，

内径15～20〃である．子宮は230～295×30～4029（平均

257.9×34.8/‘）の大きさで副子宮の前方にあり，体節の

亜正中部腹側をゆるやかるに響曲前走し，雌性生殖膣付

近で盲管として終っている．子宮内部には虫卵が認めれ

ない．

４．受胎体節：虫体全長の後部約60％を占め，各体節

の長幅比は７：１０ないしほぼ１：１となり，後端付近で

は長さが幅より大となって分離しやすくなる．また初期

の受胎節では，総ての生殖器官が増大傾向を示すが，子

宮および副子宮内虫卵の増加に伴って精巣・卵巣・卵黄

腺などが退行萎縮する．比較的初期の受胎節の全形を第

２図に示し，この時期に最も明瞭に観察される雌生殖器

の部分図を第３図に示した．主要な計測値は第４表に示

す通りである．

５．老熟分離体節：虫体末端部の老熟受胎節は逐次分

離して糞便と共に排出される．排出直後の分離体節は極

めて活溌な伸縮運動を行ない糞便上を這行するが，温度

の低下に伴ってその運動性は減弱し，終には運動を停止

する．各体節は瓜の種子ないし押し麦様の外観で，未固

定時の大きさは１．７～2.5×１．５～２．０ｍｍ（平均2.06×

1.78ｍｍ）であるが，固定後は1.48～2.15×1.18～1.68

ｍｍ（平均Ｌ79×Ｌ44ｍｍ）に縮小する．内部器官のう

ち最も著明に認められのは副子宮であり，第４図に示す

ごとく厚さ50～60/‘の層状線維層壁の内部に塊状となっ

た多数の虫卵を蔵している．その他の生殖器官のうち，

陰茎のうは殆んど常に認められ，精巣および子宮も稀に

Table4Measurementsofgravidproglottidsinmicrons

length ｗｉｄｔｈ

(avg±ＳＤ） (avg±ＳＤ）ｒａｎｇｅ

6７５－７６５

２８－５２

６８－９２

８３－１０６

６０－９４

１９０－２９０

１４０－２４０

ｒａｎｇｅ

6８０－７８５

４４－７３

１１０－１５２

１３０－１７０

１０５－１６０

３０５－４１５

１３５－１７０

ｎ
－
ｕ
如
咀
刎
卯
ｕ
ｕ

(7178±34.0）

（５８．０±7.0）

(132.6±11.7）

(153.9±9.7）

(118.6±12.5）

(350.4±35.6）

(152.5±10.7）

１
Ｊ
１
１
Ｊ
１
１

９
６
９
８
６
６
３

●
●
●
●
●
●
●

２
６
６
６
７
ｍ
班

２＋
｜
＋
｜
＋
一
十
一
＋
一
十
一
十
一

２
２
６
７
２
４
１

●
●
●
Ｑ
●
●
●

３
９
６
２
２
６
２

４
３
７
９
７
３
９

７
２
１

く
く
く
く
く
く
く

Proglottid

Testis

Cirrussac

Ovary

Yolkgland
Uterus

Paruterineorgan

(Ｎｏ．oftestes：range、６８－８７；avg±ＳＤ，７８７±５．４；ｎ＝14）

（５２）



339

Table5Measurementsoffree，gravidproglottidsinmicrons

length ｗｉｄｔｈ

(avg±ＳＤ） (avg±ＳＤ）rａｎｇｅ rａｎｇｅ 、

Proglottid

Cirrussac

Paruterineorgan

Egg-mass

1480-2150

１０５－１３５

４７０－５８０

２５５－３７０

(1788±229）

（１１６９±10.8）

(511.9±32.6）

(279.4±39.9）

1180-1680

５５－７０

４４０－５４０

２９０－３７５

(1440±166）

（６０．６±５０）

（475.0±29.5）

（318.1±27.4）

８
８
８
８

Notes：Thetestesanduteriarerarelyvisible；theovariesandyolkglandsdegenerated

Table6MeasurementsofmatureｅｇｇｓｉｎｍｉｃｒＬｎｓ

length ｗｉｄｔｈ

(avg±ＳＤ） (avg±ＳＤ）rａｎｇｅ rａｎｇｅ 、

Semi-matureeggs＊

Eggshell

Embryophore

Matureeggs*＊

Eggshell

Embryophore

Onchosphere＋

Ｊ
１

８
６

０
】
ワ
】

＋
｜
＋
’

２
９
■
●

７
１
３
３
１
Ｉ

3３－４０

２５－３５

(29.4±2.5）

(25.2±1.7）

2５－３４

２２－２８

2０

２０

Ｊ
１
１

４
６
５

●
●
●

２
２
１

＋
｜
＋
｜
＋
’

１
２
０

●
●
●

１
３
２

５
４
２

く
Ｉ
Ｉ

4８－５７

３９－４９

１９－２５

(43.3±2.8）

(36.3±3.1）

(17.6±1.2）

2０

２０

２０

3８－４７

３２－４２

１５－２０

＊ＯｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍｇｒａｖｉｄｓｅｇｍｅｎｔｓｉｎｔｈemiddIestageofdevelopment

＊＊Obtainedfromfree，gravidsegments

＋Measurementsweremadeofthefixed，mountedspecimens；alltheothermeasurementsweredone

withunfixedeggsinsaline・

観察されるが，卵巣・卵黄腺は退化消失して認められな
者察

い．固定染色標本の各部計測値は第５表に示す通りであ

１．ＭＢSOC‘sro/`ｅｓ属条虫の種類についてる．

入化socesro肱ｓ属条虫類の歴史は1782年にGoezeが６．虫卵：発育初期の虫卵は第６図に示すように４～

18個ずつ一団となって，厚さ１～Ｌ５似の卵のう様被膜記載したＴａｅ"ｉａＺｉ"ｅａＺａに始まり，1863年にVaillant
に包まれている．この時期の虫卵は生鮮状態で直径,5～がMesocesroicIes属を創設し,現在までの記載種の数は

25狸の大きさである．中期の受胎節より後方の体節内で未確定種（Ｗｃｉｅｓｉ"9z4ilで"αα）および所属位置不明
は，上に述べた卵のう様被膜が不明瞭となり，各虫卵は（/"cerraeseajs）のものを含めると約35に達している．

これらの記載種を綜説的に取り扱った報文にはJoyeux次第に成熟して大きさを増し，内部の六鉤幼虫も明瞭に

なる．未固定の成熟卵は第６表に示すように成熟度によandBaer(1932)，Witenberg(1934)，WardleandMc‐
って平均372×294ノリないし51.1×43.3β前後の大きさＬｅｏｄ（1952)，Yamaguti（1959）などがあり，また主
をもち，厚さ１～1.5/`の卵殼，厚さ0.5～１/1の幼虫被として北米産のものに関する報告にはＶｏｇｅ（1955)，
殻，内部で蠕動運動様の伸縮運動を行なっている六鉤幼Ｊａｍｅｓ（1969）がある．このほか主要種数種の異同１こつ
虫が識別され，全体の色調は僅かに乳白色，半透明であいて論じた報文としては，Cameron（1925)，H6ppli

（1925)，Miller（1928)，Ｃhandler（1942-a，1944)，
る．染色封入標本では卵殼を識別することが難かしぐ，

脱水過程で萎縮したと思われる径22.0×17.6浜前後の六Ciordia（1955)，Grundmann（1956)，Shults（1970）
鉤幼虫が認められるにすぎない．なお，，体節当りの虫などが見られる．以上のうちJoyeuxandBaer(1932）
卵数を老熟分離体節５個について計数したところ1,345はその当時までの記載種中,哺乳類寄生種13種，鳥類寄

生種３種の独立性を認める立場から彼らが実験的に育成～2,110（平均1,627）個であった．
した種類との比較を行ない，またWardleandMcLeod

（1952）は哺乳類寄生種11種，鳥類寄生種２種を認めて

(５３）
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鵠蕊pｌＪ【

ｕ■

０．５ｍｍ Ｃｓ

ＰＣ

】［

1－■

０．５ｍｍ

Ⅱ_」

０．５ｍｍ

Ａ

５ｕ＿」

５０ﾉｕ

Ｃ

［＿Ⅱ

０．１ｍｍ
H-__--_Ⅱ

０．１mm

FiglMatureproglottid，ventralview、 Fig2Earlygravidproglottid，dorsalview＄
eggscontainedintheuterusandparuterineorganarenotshown、 Ｆｉｇ．３Detailsof

theposteriorgenitalregion，ventralview・ Fig4Fullygravidproglottid，ventral

Fig、５Matureeggsobservedbeforefixatiｏｎ；Ａ：Fullymatureegg，Ｂ：Ｓｅｍｉ‐ｖ１ｅｗ･

ｎｌａｔｕｒｅｅｇｇ， Ｆｉｇ６１ｍｍａｔｕｒｅｅｇｇｓｉｎｔｈｅｃａｐｓｕｌｅ，takenoutoftheearlygravidpro‐
glottidandobservedbeforefixatiｏｎ，

Abbreviations：Ｃｓ：cirrussac，ｃｃ：mainexcretorycanal，〃ｚｇ：shellgland，０℃,r
ovary，ＰＣ：paruterineorgan，ｒ：testis，２(Ｚ：uterus，Ｍ：vasdeferens，ｕｇ二
vagina，〃ｇ：yolkgland

（５４）
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いる．この間Witenberg（1934）は鳥類寄生種２種(Ｍ

'ｅ７ＺａｍｓおよびＭｃ/iαγα`γ/i）を独立種として認め

ながら，哺乳類寄生種の大部分を未確定種またはＭ

Ｚｉ"eaZz`ｓ（Goeze，1782）のシノニムと考え，ＭＺｉ,,e‐

αZWsに３型（formａ／伽αZα，〃eγαZα，caesZα）を区

別した．これに対してYamaguti（1959）はWitenberg

以後の記載種５種を含めて，鳥類寄生種６種，哺乳類寄

生種22種，合計28種をあげている．一方，北米産の哺乳

類寄生種についてはＶｏｇｅ（1955）が３～４種を独立種

として認めているのに対して，Ｊａｍｅｓ（1969）はすべて

ヨーロッパ原産のＭ〃"Car"ｓ1種に統合すべきこと

を提案している．

このように，本属の種の分類について対立的な見解を

生ずる理由として，種内の個体変異（この場合には同一

虫体の各体節にみられる変異をも含めて)が大きいこと，

種問の識別形質とみなされる質的または量的形質がしば

しば重複し，特に終宿主の差・同一宿主に対する寄生数

の差．これらの要因とも関連性が深いと思われる寄生虫

体の発育程度の差などによって，上記の識別形質に大き

な変動が見られることなどをあげることができよう．い

まだに不明な点が多い発育史の解明とともに，信頼度の

高い識別形質が明らかにされることが望まれる．

なお,前述の各報文を綜合的に検討した結果,少なくと

も３人またはそれ以上の分類学者が独立種として認めて

いるものは,哺乳類寄生種６種一MgsoCeSZo枕SZ〃α22`Ｓ

（Goeze，1782)，ＭＺ/ZZeγαZ"ｓ（Batsch，1786)，肌

caesmsCameron，1925,Ｍ．co7ZiH6ppli，1925,M8

mmsMiiller，1928,MAi76MChandler，1944-およ

び鳥類寄生種２種一Ｍ〆γｍｍｓ（Goeze，1782)，Ｍ

ｃｈαγαariiFuhrmann，1901-計８種にすぎない６

２．本報告例の検出虫体について

前述のごとくMbsoceszo/αＣｓ属条虫の人体寄生症例

のうち，北米の２例はＭＵａｒｉａＭ力,＊日本の７例は

Ｍ／i"Ｃａｍｓないしこれと近縁な種類の寄生によるもの

として報告されている．前頂で述べた本属条虫の種の識

別形質には，虫体の大きさ・頭節および頸節の形態・各

体節（特に成熟節）の外形・雌雄生殖器の特徴（特に精

巣数．精巣の分布状態・陰茎のうの大きさ・卵巣および

卵黄腺の配列と大きさ・受胎節における副子宮の形態ま

たはその形成機序)･虫卵の形態などが取り上げられて来

た．これらのうち種標徴として比較的信頼度が高いと考

えられている陰茎のうの大きさ・精巣数を主とし，これ

に全長・最大幅・精巣・副子宮・虫卵の大きさなどを加

え，過去の主要人体例および本報告例の虫体の特徴を第

７表に示した.また人以外の哺乳動物寄生例についても，

参考のために関連主要種の資料を整理して第８表に掲げ

た．

本報告例の検出虫体（第７表下段）は従来の人体寄生

例虫体に比べて，精巣数がやや多くまた表示した成熟虫

卵の計測値も大きいが，精巣数ではYamaguti（1942）

の人体由来ＭＺ伽ａｍｓおよびMiiller（1928)，Witen‐

berg（1934)，Ｖｏｇｅ（1955）などが記録した動物由来

Table7ComparisonofthemeasurementsreportedonMbsocesZoicJesspｐｆｒｏｍｍａｎ

Paruterine

organ

length
×widthm）

ＥｇｇStrobila

length
×ｍａｘ、

width(ｍ、）

Cirrussac

length
×width仏）

Testis

number

Testis

length
×width仏）

Reported
specific
nalne

Ａｕｔｈｏｒ

(Year） Locality length
×width仏）

、
§
稲
§
鉛
別
§
⑪

邪
小
咄
５
⑲
５
弧
十
町
８

－
２
’
２
’
２
’
２
’
３

型
×
弘
×
妬
×
皿
×
妃
×

cα､400(est.）
×１．４－１．８

240-500

×２．０

445-460§
×２．０

750§
×３．１

490-700§
×２．０

400-530

×320-365

300-600*＊

450-580

×570-690

600-750

×460-570

470-580

×440-540

ClYtﾙ２１e［T…USA
YrY;liliutiAicMp2m
Jiin識芳Sm…J…
溌粥筋`Toky．』…
PresentAichiJapanauthors

135-155
ｃα、60-65ｃα、４５*,＊＊

×１１０

60-100

要151;８５０－７２ ×45-100

24-46

聖売l;：45-59 ×？

聖?I:雪6241-603Ｗ
38-73Ｔ

聖:５１諸T68-91T ×28-52

Uαγ/a6iJis

Ji"eat“

/i,zeaZ唖

肋zeaZ"s

Zi"eａｍｓ

＊Maximumvalueobserved，＊＊Diameter， §Measurementwasmadebeforefixation、

TIncludesthemeasurementsinthematureandearlygravidproglottids．

＊ＨｕｇｈｅｓｅＺａＪ．（1941）はＭｕαγia6iZisvar．〃z`I/OγMiiller，１９２８をＭＺ伽αZ"ｓ（Goeze，1782）のシノニ

ムとし，Ｖｏｇｅ（1955）はＭｕαγｉａ６ｉ/ｉｓをＭＣＣγriH6ppli，1925のシノニムとすることを提案した．

（５５）
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Table8ComparisonofmeasurementsreportedonA化socesZoicJcsspp、ｆｒｏｍanimals

Paruterine

organ

length
×width⑭）

Strobila

length
×ｍａｘ・

width(ｍ、）

CirrussacTestisTestis

length length
×widthい）number×width(β)

Ｅｇｇ

ｌｅｎｇｔｈ
×width(β）

Reported
specific
nalne

Ａｕｔｈｏｒ

(Year）
Ｈｏｓｔ

(Locality）

Miillerdomesticcat

（1928）（Vienna,Austria）

Witenbergdogjackal
（1934）（Palestine）

Voge dog,Cat,jackaLfox
（1955）（Europe＆Africa）

dog，infectedShults

（1970）？113:{;f:Ｆ吾輩入）

cα、１５

×12

25-45

×29-34

230＊ 60-70
60-75

×？ ×40-50

250-30044-9060-100*＊
×７

要職451-7554-81拝
58-91

要;51§1244-58 ×58-88

150-300

×1.0-2.0

300-800

×３．０

variable

〃"ｅａｍｓ

Ｚ/"ｅａｍｓ

ｆＺｉ"Carα

〃2Ｆα/"ｓ

450-500*＊

500-680*＊

聖15;'19030-38拝
605-1093

×２．１－２．４
Zi"eａｍｓ

::二蝋11嚇汕USAⅢ淵笂艸剛搬刈…靴
…肌川脇)濫I監雛,USA)要柵9;口妥70130ル４５雪25350-4Ⅲ“紗

r糊`v･若卿灘:!:鰹f夏辮バハ…冊棚璽…－
Ｃhandler

（1944）

Ｖｏｇｅ
（1955）

Shults

（1970）

魅;ll501OO-120雷４５

呈;5239854-13640-72拝

賎;Qi8785-11767-1O7×61-88

coyotel90-300
(California,ＵＳ.Ａ､)×1.7-2.O

coyote，ｆｏｘ
(California,ＵＳ.Ａ）￣

fox，infected 360-586
experimentally
(Alaska,Ｕ・ＳＡ.）×2.1-28

ﾊﾉｧ6Ｍ

ﾊｺﾞｱﾑｙｉ

ﾊｶﾞｧBしyｉ

450-560*＊

314-467*＊

390-430

×370-43021-23*＊

＊Maximumvalueobserved，＊＊Diameter

体節内の精巣分布状態・卵巣および卵黄腺の形態と配

列・子宮および副子宮の形態などの特徴を綜合的に考察

すると，既知種のうちＭＺｉ"eａｍｓ（Goeze，1782）に

最も近い種類と同定することが出来る*、

３．人体症例の感染源について

過去の人体症例のうち，Ｃhandler（1942-b）が北米テ

キサスのＭＵａｒｉａＭｉｓ感染例について各種の野生動

物（racoon，opossumその他の肉食性または昆虫捕食

性の獣類および蛙）の不完全加熱処理による摂取を原因

と推定したこと，ＦａｉｎａｎｄＨｅｒｉｎ（1954）がアフリカ

の本属条虫症例の感染源として生の野鳥(partridge）の

挽肉を疑ったことを除けば，日本および韓国の全症例に

蛇〔特にシマヘビＥｍＰＡｅ９ｚ`ααγ〃γgaZα(Boie）または

マムシＡｇ肺ZrMo〃M1ys(Pallas)〕の生食歴が認めら

れている．しかしながら，これらの蛇類からMbsoces‐

Zoiaes属条虫の感染幼虫（tetrathyridium）を証明した

のＭ〃"eaz2`ｓで得られた数値の上限部分と重複する

ばかりでなく，北米産の動物由来ＭＵαγｉａ６ｉ/ｉｓ（＝

ＭＣＣγzi）およびＭＡｉｒｈｙｉなどの一部のものとも類

似している．虫卵については，すでに述べたように成熟

の程度または計測方法の差によって計測値にかなりの差

が認められる．第７表に示した本報告例の虫卵の大きさ

は，老熟片節内の副子宮を破って取り出した成熟虫卵を

生理的食塩水に移しカバーグラスによる圧平を避けて計

測したものであるが，従来の計測値よりやや大きな値と

なった．ただし，第６表に示したやや若い成熟卵の計測

値および封入標本内の六鉤幼虫の計測値は，いずれも他

の報告例と類似の値であった．陰茎のうの大きさはＫａ

ｍｅｇａｉｅＺａＺ．（1967）が報告した人体例およびMiiller

(1928）・Witenberg（1934）のヨーロッパ産動物由来の

Ｍ〃"eａｍｓ，ならびにChandler(1944）・Shults(1970）

が北米産動物から記録したＭた/γ6(yiなどを除き,第７，

８表に示したその他の報告例と一致または重複した値を

示している．

以上の識別形質のほか，虫体の全形・体節の長幅比．

＊ただし，本報告例のＭＺｉ"eａｍｓは精巣の分布お

よび陰茎の形態の２点について，カリフォルニアお

よびアラスカ産のＭた//戸6(ｙｉにも類似性がある‐

（５６）
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(470～580×440～540/,）と虫卵の大きさ（48～57×38～

47/(）などについて，既知の人体寄生虫体・動物寄生の

近縁種などと比較検討の結果，Ｍ〃Ｚｅａ向(ｓ（Goeze，

1782）に最も近いものと同定した．

３．約35に達する本属条虫の記載種についてその独立

性に関する検討を行ない．Witenberg（1934)，Wardle

andMcLeod（1952)，Ｖｏｇｅ（1955)，Yamaguti(1959)，

Shults（1970）などの見解を綜合的に整理した結果，哺

乳類寄生種６種，鳥類寄生種２種，計８種の名称が有効

であり，その他のものはシノニム，末確定種または所属

位置不明種とみなされることを考察した．

４．ﾊﾙsoCesroiacs属条虫の人に対する感染源につい

て考察を加え，特に本症例患者の特異な食習慣からみて

マムシＡｇ)Ｗ,Ｍｏ,ZＭｙｓ（Pallas）の生食が感染源で

あることを推定した．その後の調査によって患者の居住

地付近で生捕りにしたマムシから多数のtetrathyridia

が得られたので，その詳細について別途報告の予定であ

る．

という報告はみられず，田中ら（1967）によると同氏ら

が調査した50個体のシマヘビおよびSRTelford，Ｊｒ・

氏が調査した日本産のとかげ・蛇・蛙など合計1,000個

体余りのすべてが陰性であったという．

一方，諸外国の調査報告〔Henry（1927)，Witenberg

(1934)，Carta（1939)，Srivastava（1939)，Wardle

andMcLeod（1952)，Yamaguti（1939)，Ｊａｍｅｓａｎｄ

Ｕｌｍｅｒ（1967)，Shults（1970）など〕によってtetra‐

thyridiumを保有する中間宿主を概観すると，変温脊椎

動物（爬虫類・両棲類）および温血動物(鳥類・哺乳類）

にわたる広範な動物群からの検出陽`性成績があり，これ

らのtetrathyridiaの一部は犬，猫，ジヤッカノレ，狐な

どに対する投与感染実験によってMsoceszo/伽属条虫

に発育することが確かめられている虻類から得た

tetrathyridiaによる実験成功例には，JoyeuxandBaer

(1932）がＥｍＰ比ｓｃａｍ７/ｓ由来の被のうtetrathyridia

を１頭の仔猫に与えてＭα"ｌ６ｉｇ"卿ｓを得た例とSriva‐

stava（1939）がＴγ〃〃o"ｏｊＷｓのmryc⑫ｓ由来の被の

うtetrathyridiaを２頭のジヤツカノレの幼獣に与えて

ＭＪｉ"eaz"ｓを得た例などがみられる．

著者らは，先に述べた本症例患者の生活環境および特

異な食習`慣と本症罹患との関係に着目して，同患者の居

住地付近に生息するマムシおよびアマガエルなどについ

て調査を行なった結果,マムシから多数のtetrathyridia

を検出することができ，これらのtetrathyridiaが感染

源にほかならないものと推定している．検出された

tetrathyridiumに関する詳細および動物に対する感染

実験成績などについては，稿を改めて報告する．
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EIGHTH RECORD OF A HUMAN CASE OF MESOCESTOIDES LINEATUS

(CESTODA : CYCLOPHYLLIDEA) IN JAPAN

Nobuo KUMADA, Sahoko MIZUNO

{Department of Medical Zoology, Nagoya University

School of Medicine; Nagoya, Japan)

Yoshiaki KATO, Takahiko MIZUNO, Hiroshi OYA,

TAKASHI SUZUKI and Takashi HATTORI

{First Department of Internal Medicine, Nagoya University

School of Medicine, Nagoya, Japan)

1. A 37-year-old woodman living in Aichi Prefecture was admitted to the hospital with

the chief complaints of abdominal discomfort, loss of weight and discharge of cestode segments-

in the stool. Physical and radiologic examinations revealed no abnormalities except a filling de

fect in the small intestine, which was considered to indicate the presence of tapeworm in some-

part of the jejunum. Relative lymphocytosis of unknown origin was recognized, but otherwise

the results of hematologic and biochemical examinations were within normal limits. Following

administration of 2g of Niclosamide and saline purgative, six fully developed strobilae with the

typical generic characters of the genus Mesocestoides were recovered. This case brings the

known number of Mesocestoides infections in man in this country to eight.

2. The tapeworms, all lacking the scolices, measured 49 to 70 cm long with the maximum

width of about 2 mm. They were provided with the obvious generic characters such as the more

or less trapezoid shape of proglottids, midventral position of genital pores, absence of uterine

pore, paired ovaries and yolk glands, distribution of testes which were lateral and medial to

the main excretory canals, and formations of the characteristic paruterine organs, etc. Further

examinations of the size of cirrus sac (105-152 by 68-95 p), number of testes (68-91), size of

testes (38-73 by 28-52 p) in the mature and gravid proglottids, as well as the size of paruterine

organ (470-580 by 440-540 m) and the size of mature eggs (48-57 by 38-47 p) in the fully gravid

proglottids indicated the close relationship of the tapeworms with M. lineatus (Goeze, 1782).

3. Validity of the described species of the genus Mesocestoides was briefly reviewed. Six:

species from the mammal [M. lineatus (Goeze), M. litteratus (Batsch), M. caestus Cameron, M.

corti Hoppli, M. latus Miiller, M. kirbyi Chandler] and two species from the bird [M. perlatus

(Goeze), M. charadrii Fuhrmann] were regarded as valid taking the critical opinions of several1

experts such as Witenberg (1934), Wardle and McLeod (1952), Voge (1955), Yamaguti (1959), and

Shults (1970) into account.

4. The peculiar food habit of the patient, who used to consume the raw liver, heart and

fat tissue of the Pallas' pit viper (Agkistrodon hayls) as a tonic about five times a year for

more than twenty years, was assumed to have eventually established the infection. An evidence

for this assumption was acquired by the detection of many tetrathyridia, the infective larve of

mesocestoidid tapeworms, from the pit vipers taken alive at the nearby place of the patient's abode.
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